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はじめに

本稿では Bailey[1971: 1-4］の英訳からの和訳を試みる。その際、ローマ字

転写したコータン語テクスト（Bailey[1971: 53-57］）を参照し、単語リストや

コータン語辞書を用い、（ ）内に筆者の補いで、コータン語、そして還元でき

る場合、それに対応する仏教党語をアスタリスク＊を付して記す。〔 〕は筆者

の補いである。随時Toda口981]における『法華経』カシュガル写本のロー

マ字転写テクストを参照した。なお、『法華経綱要』の写本情報を含めた研究篇

は拙論（「コータン語「法華経綱要』の研究」『法華文化研究』 40,2014）を参照

されたい。

1.科文

試訳に基づく科門は以下の通りである。

[OJー乗について（帰敬偶）

[l]如是我聞、霊鷲山にて説法（「序品」）

[2］世尊の二つの教示

[2.1］七種成就の説示（「序品」）

[2.2］二つの甚深なる秘要の説示（「方便品」）

[2.2.1］三つの道（＝三乗）
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[2.2.2］方便としての浬繋の都市（「化城聡品」）

[3］火宅の警職（「警職品」）

[4］雲雨の誓轍（「薬草轍品J)

[5］『法華経』は諸経の宝

[6］「リャウ・ツァイ・シンjのために最初に説く

[7］五百弟子の授記（「五百弟子受記品」）

[8］ラーフラと十六羅漢

[9］「化城の署職J（「化城聡品」）

口0］「宝珠の警職」（「五百弟子受記品」）

[11］アーナンダとラーフラ、プールナの授記（「授学無学人記品J)

日2］「穿井の警職J（「法師品」）

口3］『法華経』の法は詳細で、あるが『法華経綱要』においては簡潔に教示

日4］四つの中の第二、大声聞への授記

口5］ダルマラージカ仏塔の出現（「見宝塔品J)

口6］デーヴァダッタと聖仙（「提婆達多品」）

[17] 80コーティの菩薩、大地から涌出（「従地涌出品」）

口8］三つの善い行い（＊acara）に対する敬礼と無数の努力（＇ utsaha) （「安楽

行品」と「勧持品」）

日9］簡潔に経典を説明

[20］「医師の警聡」（「如来寿量品」）

[21]「五十人転展J（「随喜功徳品」）

[22］「六根清浄」（「法師功徳品J)

[23］『法華経』の法は詳細であるが『法華経綱要』においては簡潔に教示

( [13］と同様）

[24］四つの中の第二、コータン語による説示

[25］常不軽菩薩の苦行（「常不軽菩薩品」）
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[26］舌の軌跡（「如来神力品J)

[27］常不軽菩薩による陀羅尼の説示（「陀羅尼品」）

[28］一切喜見菩薩の燃身供養（「薬王菩薩本事品」）

[29］妙音菩薩の神変（「妙音菩薩品」）

[30］観世音菩薩と妙荘厳王の慈悲（「観世音菩薩普門品jと「妙荘厳王本事

品J)

[31］普賢菩薩の如く悟る（「普賢菩薩勧発品」）

[32］『法華経』の功徳（「嘱累品J)

[33］大海の警職と一味（ekarasa）の教義

[34］菩薩、声聞、神々、人、ナーガ、アスラ、キンナラ、ヤクシャによる『法

華経綱要jの信受

[35］『法華経』を受持する者の清浄なる国土への生まれ変わり

2.試訳

Siddharn (sidhama) 

[O］〔「帰敬偏J〕信心深い者は（$adyaya-.*sraddha）、 ekayana、つまり一乗

(barrai sau. *ekay加 a）、仏陀（baysa－，もuddha）の道（parp.de）に対して（halai.

ヨrd北a－）、今（varp.fJ.a）、帰依（aurga）あらんことを（i)。まさに（ka<;li）偉

大なる（mista.*mahat）秘要（rrihasa-.*rahasya）は、意味の上で（arthi）、非

常に（tvari)奥深いものであって（pvistai)、〔それは方便としての〕三つ（drayi)

の道（parp.davu）と〔三つの道の〕ーとして（回u）の統合（harp.grathllrp.）で

ある。

[l］〔「序品j〕このようにお聞きした（ttarp.PY匂tahamye，乍varp.maya 

srutarp.）。偉大なる師（mah話astari，・maha－詞str）は、ある時（sifJ.abe<;la. • 

samayarp.）、霊鷲山（gridhil王uta’’＇grdhral王uta）の頂上（garivi) iこしミらつしやつ

た（astaiye，～iharati sma）。偉大な（mista）聖仙（rra号ayi,*r号i）、比正サンガ
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(ga, 'bhik~u sarpgha）、偉大なる（mista）比丘尼サンガ（bisarpgirpjai，もhi同I)l-

sarpgha）が、数（phara）千（ysara）の非常に高貴（uvara,'udara）なもので

ある菩薩達（baudhasatva，もodhisattva）に固まれていた（karvina）。

[2] 

[2.1］〔世尊は〕七種（haudapadya，もapta-pa<;lI）の成就（sarppatta，・sarppatti)

を彼らに（ttyarphalai）語られた（hve）。

[2.2］〔「方便品」〕〔世尊は〕そこで（vara）甚深（garpbira-,'garpbhira）に

して二（dve）つの非常に（kI<;la）偉大なる（mista）秘要（rrihasa－，汁ahasya)

について語られた（hve）。［2.2.1］〔二つの甚深なる秘要とは〕三（drayi）〔つ

の道の秘要〕と、［2.2.2］それらのうちの一つである（sarp-tt-u）浬繋の城

(nirivar:iva-karptha, 'nirvar:ia-nagara）〔についての秘要である〕。

[3］〔「警日食品」「火宅の警聡」〕諸々 の欲望（anuvima）が火宅（pasvebisa) 

の〔除え〕で示されているように（maiiarpdu）、声聞（号ava，三ravaka）達一一

輪廻世界（sarptsara,*sarpsara）の中で焼かれている（susti）者は誰であって

も一一、大変あさましく（musudurp）、劣っていて（baka,'hina）、火宅（＝三

界）から逃れようとする（pahaisirpda）。

[4］〔「薬草日食品」「雲雨の警聡」〕神（jasta）、仏陀たち（baysa）は、慈悲と

いう雲から（pyaurajsi）、法（davine,*dharma）の雨（bara）を衆生達に

(satvarp，もattvarp）お注ぎになる（nisirpda）。彼ら（諸仏）は月（pilra，・can-

dra）と太陽（aurmaysdarp,*surya）のように（maiiarpdu）光線（bayi，市rabha)

を放ち（hariliiimda）、彼ら（諸仏）は〔仏〕道（parpda）、つまり浬繋と同等

の（hamarpga）〔道へ〕お導きになる（rrasirpda）。まずもって、彼ら（諸仏）

は一切衆生（satva,'sattva）を諸々の苦（dukhyau.*duQ.kha）から解放させ

(parijirpda）、〔そして〕彼ら（諸仏）は心（aysmvina，’manas）という器（bhajina,

百hajana）を法（dhana. * dharma）で満たしている（harpberirpda）。

[5］これは、高貴なる（uvara. *udara）『法華経』（saddharmapur:i<;larI号isilttri. 
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*saddharmapu早Q.arlka-sutra）である。

[6］〔そして「法華経Jは〕リャウ・ツァイ・シン（Q.yautceyi slria）のため

(udisayi, *uddisya）に最初に（asni，ヨstanya）説かれた（bira与悼）。〔『法華経』

は〕諸大方等経典（mahavittulya-suttrlnai,*mahavaitulya sutra）の宝（rarμna,

・ratna）である。第一（paQ.auysa.*nidhana）章（parivartta,*parivarta）には

四種（tcurarμ nasa）の声聞が〔説かれて〕いた。

[7］〔「五百弟子受記品J〕第二（民＊dvitlya）〔章〕において、ここに（vlra) 

500人（市aflca-bhik号u-sata）の声聞（φva.三ravaka）達が座していた（i:iesta）。

彼ら全員（五百弟子）に対して一切知者（sarvarμfli-,*sarvajii.a）である仏陀

(baysa）は記別をお与えになった（vyarye, *vyakarai:ia）。余すこと無く

(aharlnarμ，・a色町a）皆この偉大な（mista）秘要（rrihasa,*rahasya）をここで

理解するでしょう（bv姐 i）。

[8］〔「授学無学人記品」〕ラーフラ（rah凶a）とともに十六（k明su，もodasa)

の偉大な（mista，・mahat）聖仙（rrisiyi-.＊.！；宇i）〔＝十六阿羅漢〕にもまた、私

（世尊）は彼らにこの計画（sa白）、仏陀の道（baysuii.aparμde）を教示します

(uysdlsumurμ) o 

[9］〔「化城聡品」「化城の警職J〕隊商のリーダー（sathlkarμ,sartha. 

’sarthavaha－）のために都市が化作（nirmya,*nirmita）されたように、ここに

彼らを休息させるため（bitsarμgyi，羽生rama）に、彼（世尊）は二乗（dvayana) 

〔の浬繋〕について語られた（hve）。声聞（ちravaka）たちは都市の中心（sva

vi)にいて（号tana，事ti号thati)諸々の苦（dukhyau.*dul:ikha）によって慌惇（stavi,

*kinna）した。

[10］〔「五百弟子受記品」「衣裏繋珠の讐轍J〕彼ら（声聞達）は、仲間ととも

に（hayunakyaujsa）眠っている（hUsarμdai）人（hvai:ic;lye）の（birμda）衣

(cau早ka）の中央に（myarμ）非常に貴重な（avlha，’＇mulyena）宝石（rarμna)

が縫い込まれている（bafilrμda）ように、声聞（号ava，三ravaka）達には（birμda)
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この（号i）仏種姓（baysuiiigauttra，もuddhagotra）が〔結びついて〕いる。彼

ら（声聞達）はより高い（piruyu）〔菩薩〕道（cirya，・carya）とその本性（prr

arai，市raki;ti）について理解していない（niri bvare）。

日l]〔「授学無学人記品j〕長老（sthiri，もthavira）カウンデイヌヤ（kautiiia,

*kau早c;linya）のように、ラーフラ（rahula,*rahula）やアーナンダ（anarpda,

*ananda）、プールナ（po.mi， 事plin.J.a）をともなって（nvaiya）おり、ここにお

いて（mari）〔彼等は〕声聞（早ava.三ravaka）達として言及されている（hvata）。

彼等（ttyarp）を始めとする者達に（pac;lauysaiiajsi）、仏陀はこれ これは

一つであり、そして諸々の道（parpdarp) （三乗）が同（hami）一（句u）であ

るーーという記別を彼ら（声聞達）にお与えになった（vyarye，・vy誌i;ta）。そ

の意味（artha）を熟考して下さい。

口2］〔「法師品」「穿井の誓轍」〕まるでちょうど（maiiarpda）、乾いた（hu号－

tyi）土地の上（旬rpdevira）の乾いた（~akala）場所で（号akala-brrirpji, *ujjan 

gala）、今、ここで彼等が水（utci）を欲している（byehirp<;la）にもかかわら

ず、そこに水があるのに気づかないで、むしろ阻まれて、そして何も持たずに

(ttu詞－dasta）いる時、〔彼等は〕渇が乾いて（ttarina）、去って行く（tsirpda)

ように、その法を聴聞する彼ら（声聞達）は誰でも、悟り（biysanamavu）を

求めているが（k明ma）、その法の教義（nayi,・naya）を理解していない（ni

bvare）。彼等が、乾いた土地に水が全くないと気づく（karautci ni byide）の

が困難である（du早kara,*du号kara）ように、彼（声聞）にとって、〔自分が仏に

なることができると〕目覚めるということは困難である（du~kari）。

口3］「法華経』（saddharmapur:i<;larittye suttra）の中（vira）で法（da）は

詳細（vistari）〔に説かれている〕がここでは（mira）簡潔（hambista.*samasa) 

に教示されている（hvirpde）。

日4］四つ（catturi-bhaga,*catur-bhaga）の中の第二（記）に、この（号a）経

典（suttrinai）の宝（rarpr:ia，場＇ratna）が現れ（nirarpda）、そこにおいて偉大な
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る声聞達（＊mahasravaka）へ記別が与えられた（vyarama，・vyakara明）。

口5］〔「見宝塔品J〕集会（par~i’＊pari号ad）の中，L、において、ダルマラ一ジカ

(dimarasa，’＇dl即附ajika）〔fム岩Jが出現して（nirarpda）、七宝（hau

*saptaratna）の塔（auski.'st白pa）が虚空（話a－〆akasa）に昇った（sa）。「善

いかな、善いかな（sadhakari.’sadhukara）」という清浄な音（bija明na）とと

もに、虚空（話i九百k話a）に音楽が〔響き〕、そして彼ら（諸仏）は華（spye)

に雨をはげしく（baysga）お注ぎになった。十方（da旬udisau）からこのよう

な方法（pacac;lna）で彼等、諸々の応身仏陀（nirimar:ia-kayabaysa, *nirmar:iakaya 

buddha）と（u）菩薩達（baudhasatva）は、法の王（dimarasa）である仏

(jsarp）塔（sthupa，三tupa）を見る（dyame，ヨvalokaya）ために（kirp早a）お

集まりになられた（ata）。

口6］〔「提婆達多品」〕師（詞stara）は私が（aysa）王（rre）になった時、

想像をこえた多くの（phraraka）カルパ（kalpa,*kalpa）をこころよく過ごさ

れました（acirpdya）。デーヴァダッタ（devidatta，掌devadatta）という名

（・nama）のこの聖仙（ri号aya,・.r$i）は〔私を〕見ました（dye）。彼（ttye）か

ら（jsai）も（ra）私は（aysa）この（ttu）偉大な（uvari）経典を（suttra)

聞きました（py11$terp）。

[17］〔「従地涌出品」〕薬王（bhai号ajirraji，もhai号ajyaraja）〔菩薩〕をはじめと

する（patca)80 (h碍ta，可時ti）コーティ（kula.*koti）の菩薩（baudhasatva)

が涌き上がった（panava）時、そこで彼らは清浄で偉大なる努力（utsahi）を

した（puc;larpda）。私たちは（mihe）この経典を（suttra）最後の（ustarp,

予泊cime）時（bac;la.*kala）まで保持するでしょう（dijsama）。大地から（泊rpde

jsa）こちらへ菩薩達（baushasatva）が現れた（nirarpda）。

日8］〔「安楽行品」〕それ故、彼ら（菩薩たち）は、数（phara）千（ysara)

コーティ（kula.*koti）、数えることができない（ahakhyiysa）、無量（ar:iascya）、

考えも及ばない（hakhiysa）間（v碍ta）、偉大なる（白vari）三種類（draipadya) 
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の善い行い（acari,*acara）に尊敬を表して（gauravajsa）、〔「勧持品j〕無数

の努力（＊utsaha）、つまり偉大なる（uvara）努力（＊utsaha）をした（yuc;larpda）。

私たち（菩薩達）は、それ（衆生）を清浄に解脱させるために、各々の〔善〕

趣（品詞 ge,*gati）を保持しましょう（rrak弱ma,*rak号）。

日9］私たちは簡潔にこの（ttu）経典（suttri）を説明します。この神、仏陀

達（jastabaysarp，事devabuddha）のこの〔経典〕はあたかも衣（cau体aiia）の

中の宝石（rarpna）のようである。

[20］〔「如来寿量品」「医師の署職」〕私達はこの経典（同tra）を最後の時

(ustimarpjsi bac;la）まで教示しましょう。その時、神、仏陀 (jastabaysa）は、

50 (parpjsasa）カルパ（kalpa，事kapla）、集中して（simaharpvi，もamadhana-)

座し（nesta）話をすること（avyayamejsa）なく喜びました。会衆（par早i,

市ari$ad）の神通（ridyau,¥ddhi）の力によって（pa泊中 jsa，もala）、時が経過

した時（kalpa）、彼が〔布施〕を受け取った（paj向付）最後の時（ustarpstye）、

それが決定された（vidihye, *vidhih－）時、一切智者（sarvarpiia，ちarvajiia）は

〔次のように〕述べます。「私は般浬繋します（parinarvurp,*paril).irva ）。ああ、

私の息子（purya）よ。今、医者（viji, *vaidya）のように（maiiarpda）私は命

(jsina, *jiva）を救い出す（harpgarurp）。私達（諸仏）にとって（miha）あなた

方（子供達、衆生達）がみえる（ditta）」その意味を（artha）〔知っている〕、

そのような彼には、諸々の功徳、が（puiiai,*pul).ya）十分に（pharaki）積まれる

(ysyare）。

[21］〔「随喜功徳品」「五十人転展JJ師資相承（pa閉山間j札＊parampara)

によって彼に随喜して（animaudyara,*anumodaya－）下さい。各々 は、 50番目

(parpjsasa）〔まで〕に〔達成する〕でしょう。そして、彼（法の伝授者）は悪

趣（avaya,*apaya）に陥ることはないでしょう。

[22］〔「法師功徳品J「六根清浄」〕六（k$a）根 (irpdrarp）は浄化されてお

り、そして50(pamjsasana）〔の期間〕までこのよう（pacac;lana）である。こ
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れはこのように偉大なる秘要（rrihasa,*rahasya）である。

[23］『法華経』の中で法は詳細〔に説かれているの〕であるが、ここで（『法

華経綱要』）それは簡潔に教示されている。

[24］四つ（citturi-bhaga, • catur-bhaga）の中の第二に、コータン語（hvarpni

hauna）で経典の意味が与えられている。それ故、彼らはおそらく法の意味を

理解するであろう（bvare）。

[25］〔「常不軽菩薩品」〕常不軽（sidaparibhutta，・sadaparibhUta）〔菩薩〕章

(parivartta，・parivarta）においてこのような方法で〔知られている〕。衆生達は

ここで成熟している（～ipaka）不快なこと（ayst1体a）を私にもたらしたが、

私は彼らのために苦難を（styuda）忍んだ（narpda）。そして、私は慈悲（mit-

tri，・maitri）を修習（bhavyerp，百havana）し、そして法の真実性を教示した。

[26］〔「如来神力品百舌根（bi札・jivi凶 ndriya）の驚異（prrahali,

*:rddhipratiharya）はそのように偉大な力を示した（dista）。

[27］〔「陀羅尼品」〕常不軽（sadaparabhutta）〔菩薩〕は、法の教示者

( dharmapar;ai，・dharmabhar;aka）として、弟子達の前に陀羅尼（daraiia,
(20) 

・dharar;i）の文句（pana,*pada）を教示した。人々は（satva）私を非難し

(ahamaii盆pda,*adhimanya－）、本当に危害（科ikula）を私に加えたが、私は慈

悲（mittra,*maitri）を修習（bhavyerp，もhavana）し、私は法の真実性（<la

bhava. *dharmabhuta）を語った（hverp）。

[28］〔「薬王書薩本事品」「燃身供養？？最終的に Custa）、〔一切〕喜見（pa均 i-

darsa，・［sarvasattva]priyadarsa）〔菩薩〕となった C~tana）時に、香（busaiiarp

jsa，・gandha）を塗り（aliya,*bhak与aya）、私はこの身体（kayi，・kaya）を燃や

す。それ故に、彼らのために偉大なる法の灯明（rrurpda）が昇る（sarbe）。こ

れは第二（託）の偉業（purva刊 iga）であ幻

[29］〔「妙音菩薩品」〕妙音（gadigesvari,• gadgadasvara）菩薩（baudhasatva)

はそれから（patea）神変（prrahalyai,*pratiharya）を示した（dhyane）。
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[30］〔「観世音菩薩普門品」〕観世音 Oaukyesvari-rraji,*lokesvararaja）〔菩
(23) 

薩〕、〔「妙荘厳王本事品J〕妙荘厳（組bivyilha,*subhavyilha）〔王〕は悲をもっ

て（musdi，攻arm;a）顕示する（而ysdyi）。

[31]〔「普賢菩薩勧発品」〕私はこの経典の意味を、あますところなしにすべ

て、悟りそしてその後（patea）、核心について〔悟った〕。普賢（samarpttab-

hadra, *samantabhadra）〔菩薩が悟った〕ように（m泊 arpda）。

[32］〔「嘱累品」〕これらの法の功徳（dharmapur:iyarp,*dharmapu早ya）を保

持するために、彼らはこの経典（silttri）を説き（hvafllrpde）、そして（u）そ

れを維持する（dijsarpde）。数千（ysara）以上（tvac;la）の仏陀（baysa）と同

じぐらい多くの〔人達〕が生じた。師（泊stara）は、法座（dharmaysfiyi, 

* dharmasana）に座し（祖国）それ（経典）を菩薩達に（baudhastavani）与え

た。目に見える形（picha号tu）であなたは、この経典を受け入れます。

[33］すべての（bisuna）この水、大海（miha-simudra,*maha-samudra）の

川（品va）は、統合し（simadr勾ta.・samasita）、流れゆき（jsati）、大海にゆ

きつく（baste）。そしてそれは「ー（旬u，モka）味の（rraysa.*rasa）」と呼ば

れている（hvirpde）。それ故、道が三（drayi）乗（yana）と呼ばれる。それ故

また、〔統ーという〕点において、解脱（gilstya，・vimok明）は一つ（ー解脱）

で等しい。この偉大なる『法華経』においてこの意味は詳細である。その味（一

味）はすべてに行き渡る。

[34］ここなる偉大なる師（詰stara）は、この経典を簡潔に語られた（hve）。

それ故、菩薩達、声聞（号ava，屯ravaka）達、神々（dive,*devata）、神 (iasta,

*deva）、人（hvarpc;la，・manu号ya）、ナーガ（nata,*naga）、アスラ（aysilra,

泡sura）、キンナラ（kirpnara,*kinnara）、ヤクシャ（yak号a,*yak号a）が満足さ

せられ（sarpdau号ta，’santu号ta）、皆は、この簡潔な経典（『法華経綱要』）を信

じて、受け入れた。

[35］『法華経』の中でその意味は詳細である。その味（rriysi）はすべてに
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(bisa）行き渡る（ttrarpda）。学び（saji）、読頃し、それを暗唱する（asa）者
(2fi) 

は清浄なる（parisaudhva，傘parisuddha－）国土（k宇ittrva.*k~etra）に再び（se

ysarptha）到達する（hista，ホnipatiyati）。敬礼あれ（nauda）。
(27) 

[Colophon] Si yarpmaji, I)yau si-khurp, palyesi si<;la 
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〈注〉

( 1 ) Bailey はthreebeing oneと訳出しているが、 drayivari sarμ-tt-u nirv抑va

karμthaは“There(are) three. (and) one of them （白） (is) the city of Nirv加a”

と解釈した方が適切であると考えられることを熊本先生からご教示頂いた。こ

れは帰敬偏における drayiparμdav-u harμgrath一白rμ sau“three paths and (-u) 

their (-urμ) union (as) one”を言い換えた表現であると考えられる。

( 2) Toda 6b.4: evam maya srutam ekasmin samaye bhagavan rrajagi;he viharati 

sma: gi;[d]hrrakute parvate mahata bhik1;;usarμghena sardharμ dvadasabhir 

mahasravakasahasrail; ・ ・ ・ 

( 3) Baileyはthegreat mendicantと訳出するがこの訳ではその前に語られる「比

丘サンガ」と区別されず不適切である。そこで、次のように考えられることを

熊本先生からご教示頂いたo bisarµglrµjai は bisarµga “bik~usarµgha”から作っ

た形容詞 bisarμglnaaーの女性形（ーjaについている－Qは間違って書いたものと

思われ、後から訂正して引を加えたと考えられる）。これは最も多いタイプの

派生形容詞形成で、男性形－lnaa－，女性形－Irμja-(-Irμgya－）となる。 ga＇“assem-

bly”（Old Khotanese. gga~a·- Dictionary. 84a）が女性名詞であるからである。

なお bisarμga－は党語や俗語系の単語は辞書に載せないという編集方針のため

辞書の見出し語になっていない。

( 4) Bailey [197lb: 52］の中では、七種が何をさすのか明らかでないと述べられて

いるがhaudapadya sampattaは『法華論』における「七種功徳成就」のこと

であると考えられる。これについては拙論で詳細に論じた。

( 5) Bailey日97lb:l］は、etaught，，としているがhveは「彼は言う」という動

詞の過去形の三人称の単数の形であるため「教示した」ではなく「言吾ったJと

コータン語から直訳した。

( 6) Bailey [197lb: l］は［5］の後に「一章」（FirstChapter）と訳出している。

ところが、写本（Pelliotchinois 2782）で10行日の末尾のp吋auysaparivartti 

は四角く囲つであり、これは詩の一行先の冒頭を誤って書写したものを削除の

ためにマークしたものと解すべきであること、新コータン語の韻律は十分解明

されていないが、このテクストは通常行末の punctuationがあり、この部分を

含めると明らかに行が長すぎることを熊本先生からご教示頂いた。従ってBailey

[197lb: l］は不適切で、あり、 pac;lauysaparivartti (First Chapter）は削除すべ

きである。

( 7) Bailey [197lb: l］の英訳を直訳すると「これは一章四セクション（tcurarμ

nasa）である」（thisis the fourth part of the first chapter）となるがこれでは

意味が通じない。そこで熊本先生から次のようにご教示頂いた。 tcurarμ nasa 
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についてtcO.ra－という形は序数詞の他に複合語の第一要素としても使われるの

で、 tcO.ra-nasaーを複合語と解することも可能である。その場合、多少無理をし

て「リャウ・ツァイ・シン」の行が本来は一行前にあったのが誤ってここに挿

入されたと想定すれば、次の行の羽va( = sravaka）を修飾して、 Nidana-

parivartaでは「四種の聴衆」があった（catas:rbhil:ipari号adbhil).pariv:rtal).）と

いっているのか、という想定も可能である。このご指摘に基づいて、意味が通

る翻訳を試みたが、この箇所をどのように読解するかは今後の課題としたい。

『法華論Jには四種声聞が説かれるため、四種声聞のことが意図されているの

かもしれないと現時点では考えている。『法華経綱要』が『法華論』の影響を

強く受けていることは拙論で論じているので参照されたい。

(8）前文に一章という表現があることから parivartaを補っている Baileyの翻訳に

従って「章」を補った。

(9) コータン語の同asO.mista rri~iyi を直訳すると「十六大仙人」、党語に還元す

ると号oQ.asa-mahar号iとなる。カシュガル写本、その他の党文写本にも「十六

大仙人」という表現はない。 maha符iは I法華経』において「仏」をさすもの

として使用される語である。「十六」という数調に注目すると「十六」の「王

子J(kumarabhO.ta）が「化城聡品」に、「十六」の「大賢土」（maha-satpuru号a)

が「序品」に見られる。ただし、前文では声聞授記について語られており、

「ラーフラとともに」という文句があることから「十六羅漢」を指すと考えた。

コータン撰述の仏教文献である Zambastaに「十六羅漢Jの用例があることを

熊本先生からご教示頂いた。

(10) Toda 183a5-7: tadva(t) tathagatal). satvおiii.I11durbalasayatiir11 viditva yatha sa 

desika :rddhimayarp. nagaram abhinirmiQ.oti te号iir11satv盆iii.I11visramanarthaya 

vi紅白ita(rp.)s caina(rp.) viditva evarp. kathayati :rddhimayarp. nagaram iti evam 

eva bhik号avastathagato・hii.I11samyaksarp.buddha mahopayakausalyeQ.antareQ.a 

dve nirv卸abhO.misatvanarp. visramanarthaya desayati sarp.prakasayati yad 

idarp. sravakabho.mi(rp.) pratyekabuddhabhO.mirp. ca 

(11) Toda 199b7-200a3: kascid evapun碍al)kasyacid eva puru号asyamitrakularp.

bhik~a(da)kularp. pravi号tobhavet sacapya mitro ma[ha]ttasya ca suptasya va 

担 argham叫yem叫 iratn紅pcotantare abadhr証yadevarp. c[y]asya vadet tavai担

bhau puru号am叫 iratnarp.dattarp. bhavitv iti 

(12) 「四つ（catturi-bhagii.,•catur七haga）の中の第二（se）」という表現は、［24]

にも見られるが、本文中に四つの中の第ーや三や四の説明が全くない。これに

よって何が意図されているのか前後の文脈からも明らかではない。このことは

写本（P.2782）が、未完の草稿であった可能性を強く示唆している。
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(13）法王塔（dharmarajikastupa）という表現はカシュガル写本になく、多宝塔

(prabhutaratnastflpa）という表現が用いられる。他には tathagatastupa,

mahastupaという表現も見られるのでここでは固有名詞としてのダルマラージ

カ仏塔ではなく、法の王としての偉大なる仏塔という意味で使用されていると

理解できょう。

(14) 「提婆達多品jで次のように言われている。 Toda248a6-248b3: aharp sa tena 

kalena tena samayena raia ’bhuvat syat khalu punar bhik羽VO’nyal;tsa tena 

kalena tena samayena ri$ir abhun na khalu punar evarp drra号tavyamtat 

kasya hetol;t ayam eva sa tena kalena tena samayena devadatto bhik$ur 

abhflt devadatto’pi mama bhik号aval;tkalylli).amitra(rp) 

(15) 「従地涌出品」に次のような類似表現が見られるが「薬玉菩薩」に関しては「従

地涌出品」では登場しない。薬王菩薩は「法師品」において対合衆として登場

する菩薩である。「60（甲勾ti）のガンジス河に等しい砂の数の幾百、千、コー

ティ、ナユタの菩薩J(Toda 284.b6 7：号a（号t)igarpganadivalukasamani

bodhisattvakotinayu(tasa)tasahasrlli).i) 

(16) 「安楽行品」において4つの（身、口、意、誓願）法について説かれる。その

際、「行処」（acara）と「親近処」（gocara）という表現が使用される。「行処」

(acara）を三種に分類するという直接的な記述は見られない。想定されるの

は、「誓願」を除く「身、口、意」の三種、或は「法師品」に見られる、「如来

の部屋に入り（慈悲心）、知来の衣を着て（柔和な心）、如来の座に座し（一切

法空を理解する）この経を説くJという三種である。

(17) harpgarurp jsina (39行日）についてのBailey[197lb: 3］“conduct [my life］” 

という訳は適切で、はないことを熊本先生から次のようにご教示頂いた。動詞は

基本的な意味が「外へと引き出す」であるはずで、前の行の parinarvflrpとペ

アになっているはずで、むしろ同じ動詞が「救い出す、〔苦しみから〕引き出

す」の意味で使われる例がいくつかある（Dictionary439a haga<;l.a-. hagar－）の

で、単純に「命を救う」でよい。次の mihava imi dittaで、 dittaは「見る」

ではなく「見える」の二人称、複数、現在形であり、主語は imi（二人称、複

数）で、 mihaは一人称、複数の代名詞の斜格でなければならない。「私たちに

とって、あなた方が見える、現れる」というのが文法的に適切である。従っ

て、 Bailey[197lb: 3] "you see us. you look upon us”という訳は文法的に誤っ

ている。

(18) Toda 332a7-332bl: so’pi ta(rp) srutva’parasy’acak号ettato’pi yena srutarp 

bhavec chrrutva canumoditarp bhavet so’PY aparasya’a cal王手etyavat. so’pi tam 

yavat pa（凸ca）伺（t)pararpparaya 
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(19) Toda 373a6-373b3: mukhavi(var釦 tarac)ca jihvendriye abhyu(n)namayata te 

ca jihvendriye yavad brahma(lo)kam anu(prapte tabhya.qi ca) 

jihvendriyabhya.qi bah白叫 rasmikotinayutasatasahasrlli)iniscaranta(ni tおuca 

suva) !1).arasmi号uekaikasmad rras(mya) bodhisattvakotinayutasatasahasra(I)i 

nisceru)l:i (Toda 374a4: jih)v(en)dr(i)ye早ar(d)dhi(pratiharyam)kurvanti) 

(20) 『法華経』には常不軽菩薩が法師として陀羅尼の文句を教示するという記述は

ない。しかし、「陀羅尼Jというキーワードから「陀羅尼品」を想定した。

(21) この部分はカシュガル写本の欠損部であるため参考のため KNを引用する。

KN 407.6-8: svaya.qi atmabhava.qi divyar vastrail:i parive~tya gandhataila plu-

ta.qi kn;va svakam adhi計hむiamakarot svakam adhi早thおia.qikrtva sva.qi 

kaya.qi prajvalayamasa tathagatasya pujakarm a早e’syaca 

saddharmapUI)Q.arikasya dharmaparyayasya pujartham I 

(22) 第ーの偉業について言及されていないが第ーは常不軽菩薩の偉業と考えられ

る。

(23) カシユガル本は、「妙荘厳王J（釦bhavyuharaja）であるため、「王」（raja）を

補って訳出した。

(24) 直接的に「委嘱」（anuparindana）という語は見られないが、釈尊が菩薩に経

典を与えるということや、「普賢菩薩勧発品」の後にある品として「嘱累品」

が想定されているのかもしれないと考えた。

(25) 「嘱累品」の後半部は断片のみで欠損している部分が多い。しかし、 KN483.1-5 

を参照するならば知来や菩薩、声聞、四衆、神々、人間、アスラ、ガンダル

ヴァに伴われた世間の人々も、心が満たされ、世尊が言われたことを〔聞い

て〕喜んだJという文句で「嘱累品」が終わる。『法華経綱要Jの文句もこれ

にパラレルであると考えられる。

(26) カシュガル写本の中に『法華経』を受持する者が来世浄められた国土にいくと

いう表現は見られない。他の経典の影響を受けているのかもしれない。

(27) 61行の詩文の後にコロフォンがあり、三人の名前があがっている。 Baileyは彼

らを pa廿onと解釈しており、二番目の「司空jである「リャウJとは、本文

中の「リャウ・ウァイ・シン」であるとみなしているが、これだけの記述では

同一人物かどうか決定することは不可能である。

〈付記〉

本稿は平成25年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成果の一部であ
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生からコータン語の翻訳に関する様々な助言を頂いた。深く感謝申し上げる。
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